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ltl山Ftl挑･掘 哲郎･登食尋実 ･只木英子 ;温熱ス
トレスより見たユホソザルの生理的特質｡第17回プ
リマーチス研究会｡
群とも著差を認め粒いo また,個々の筋については蒋
筋,大腿二頭筋,半膜様筋ではサルの方がヒトよりも大
である.これはヒトの直立姿掛こ伸筋が盃要な役割を果
していることによるといわれている｡しかしながら,辛
膜様筋はヒトとニホソザル,カニクイザルとアカゲザル
がそれぞれ近似した値を示し後者が大である｡前省は地
上生活を,後者は樹上生活をそれぞれ主とするといわれ
ているが.すくなくとも個々の筋については,同属のも
のでも一致しないで,ヒトに近い場合も認められるとい
うことができる｡
筋腹供断面敵は, ヒトの長内転筋では平均 286mm2
(切片)であり,アカゲザルの約3倍を占めるが,雄が
雌よりも両税大である梯向は両者一致する｡また,上腕
の筋 (上腕二頭筋)と大腿の肪 (縫工筋,長内転筋)の
政大筋腹の供断面班を胸鎖乳突筋のそれと対比して比較
するに,それぞれの胸鎖乳突筋に対する比は.上腕の筋
ではヒトとサルではほぼ等しいが,大腿の筋ではヒトが
サルよりも大であり,サルの大腿の筋はヒトのそれより
も発達の悪いことが考えられるo
の体温上昇は皮樹血管の収縮と代謝丑の増加によること
を確かめた｡
イヌの祝東前野を局所加温すると著明な.くソティソク
がおこり,ウサギでは耳血管の拡張が認められる｡冷却
すると逆に皮膚血管の強い収縮と代謝の増加がおころo
そこでサルの視床下部の加温と冷却を,高温及び低温殻
暁で行ない,温熱性代謝性反応を測定して,二つの温皮
刺激効果がどのように加誼または相殺されるかな明らか
にしようとした.突放は3匹のニホソザル (高浜105号,
小豆5号,三方27号)について行なった.突放に先立っ
て熟睡の埋込み手術をケタラール麻酔下で行なった｡こ
れは一端を封じた細いステソレスパイプを脳内所定部位
に挿入し,頭蓋骨に固定するもので,このパイプを任忠
の温皮の汝で躍流して脳の加温または冷却を行なう｡
熱極先端の位置は脳定位地図上,A:22.5,A:20.0,
L:3.5,H:+2,A:12,L:4.0,H:-3で左右iこ
合計6本のパイプを挿入固定した.
手術後2カ月を経てから突放を開始した (昭和47年6
月)O室温は31,26,15.5℃で,土1.0℃に調節され.祝
束前野を加温･冷却し,敵対肖栄をペックマソ敵対分析
群 (E2型)によって,視東前野温,直腸温,皮TH温 (胸
･大腿･足舵)を銅･コソスタソクソ熱屯対によって測
定した｡脳温測定は熱梅の一つを利用した｡
温環境 (31oC)においては足銃の皮膚温は40oC前後の
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